
 

 

 

 

 

JARI ITS センターでは、今秋、海外で行われた ITS 関連会議への参加や ITS 関連調査を実

施しました。 

 上記の会議や調査に参加したメンバが，それぞれの研究テーマに関連する調査を行いました

のでご報告させて戴きます。 

 

・C2CCC Demo＆Forum 
・自動運転関連技術調査 
・ドイツにおける自動車電子化への取り組み 
・ITS 世界会議 ニューヨーク 2008 

 

 ITS の最新の動きを把握して戴く資料として、お役立て戴ければ幸いです。また、会議に参

加された関係者の皆様からのご意見等、お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財団法人 日本自動車研究所 ITS センター 

『ITS 関連会議・調査』報告 
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報告者：ITS センター 鈴木 尋善 

 

1．場所 

 フランクフルト空港より約 30km 東にある Dudenhofen のオペルテストセンター。高速 A3 を通っ

て車で約 20 分ぐらいの場所。 

 

2．日時：10 月 22 日(水）～10 月 23 日(木） 

 

3．概要 

 ・オペルテストセンターは半径約 750m の円形高速集回路の中に、各種コースと施設がある。 

 ・Forum はこの施設内の会議室で行われた。22 日に 3 つのプレナリーセッションが行われ、23 日

に WG のワークショップが行われた。 

 ・Demo は、施設前の空き地で乗車し、少しはなれた約 1km の林間のループの道路（図の赤）で実施。

また、施設前の空き地横にテントを仮設し、パネルや Demo 二輪車の実車展示、使用車載器の展示や

試乗前のブリーフィング、二輪車試乗時の着替え等を行っていた。試乗は施設前の道路（図の黄色）

で乗車し、デモの場所まで車列を組んで移動。 

 ・参加者は 230 名。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・9 社 20 台の車両を用いて車車間通信を用いた以下の 4 つのサービスをデモし、試乗を実施。日本か

らはホンダが参加二輪車で参加。 

  ① Approaching Emergency Vehicle（緊急車両接近情報提供） 

  ② Approaching Motorcycle Warning（二輪車接近検知支援） 

  ③ Post Crash Worning（前方衝突防止支援） 

  ④ Warning of Roadworks（工事箇所情報提供） 

Forum 会場 

Demo ルート

第第ⅠⅠ部部  CC22CCCCCC  DDeemmoo＆＆FFoorruumm 調調査査報報告告  

図表 1 デモ会場アクセス説明図 図表 2 オペルテストセンター 
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 ・車載器は 5 社（Delphi，DENSO，NEC，日立／ルネサス、Siemens）。但し、Siemens の車載器

は使用されていなかった。そのうち 3 社が日本メーカ。各カーメーカは自由に車載器を選択。BENZ，

VW，ホンダ，Fiat，OPEL は NEC を、BMW は DENSO を採用。 

 ・車車間（一部路車間）通信は IEEE802.11p D3.0 ベースのシングルホップ。5.890 中心の単一

チャンネルを使用。（送信出力 20dBm、BPSK、3Mb/s）。上位レイヤは実装しているところ

とないところあり。 

 

4．詳細 

 

(1) C2CCC の目的 

 ・IEEE802.11p WLAN を基礎とする車車間通信のオープンな欧州工業標準の確立と、欧州内の相

接の確保 

 ・仕様策定、プロトタイプ開発、デモ実施による車車間のアクティブセーフティアプリ開発 

 ・車車間通信のためのローヤリティフリーな周波数帯の許可への働きかけ 

 ・車車間通信の国際標準化の調和的な推進 

 ・市場への浸透を加速するための配備戦略とビジネスモデルの開発 

 

(2) デモへの参加カーメーカ 

 ・Audi、BMW、Daimler AG、Fiat、Honda、Opel、Renault、VW、Volvo 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 2 種類の基本サービスとデモの 4 つのユースケース 

 ・Cooperative Awareness（協調認識）：Emergency Vehicle Warning，Moter Cycle Warning 

 ・Decentralized Environmental Notification（分散型環境通知）：Post Crash Warning， 

    Roadworks 

図表 3 デモ車両群 
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(4) 4 つのユースケース 

① Approaching Emergency Vehicle（緊急車両接近情報提供）： 

 緊急車両が自車の位置、走行方向情報を車車間通信で周囲に送信、一般車両がこれを受けて緊急車両の

接近を検知し緊急車両に道を譲る   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② Approaching Motorcycle Warning（二輪車接近検知支援）： 

 交差点で左折（日本での右折）時に左側走行車線（日本では右側）から接近する大型車等の陰に隠れた

二輪車の存在を、互いの車車間通信で位置を交換して検知し、危険時にドライバに注意喚起、警報、発進

防止制御。デモではむしろ日本の出会い頭衝突防止支援に近いケースで実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4 ユースケース説明画像 図表 5 ユースケース説明画像 

図表 6 実際のデモ風景 

図表 7 ユースケース説明画像 図表 8 ユースケース説明画像 
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④ Warning of Roadworks（工事箇所情報提供）： 

 工事箇所にビーコンを仮設置して周囲車両に通信、車両はこれを受けて工事箇所の存在を知りドライバ

に情報提供し、注意喚起 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 9 実際のデモ風景 

図表 10 ユースケース説明画像 図表 11 ユースケース説明画像 

図表 12 実際のデモ風景 
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報告者 ITS センター 香月伸一 

 

1. はじめに 

JARI ITS センターでは、自動車電子システム調査委員会、および同 WG を設置し、経済産

業省委託事業である「ITS の規格化事業（第 2 フェーズ）」の一環として、海外における自動

車の電子化への取り組みの現状や将来動向を調査している。 

本調査は、我が国における中長期的な自動車電子技術基盤強化策の検討に資することを目的

として、自動車電子関連プロジェクト、および自動車の電子技術基盤に影響を与えると考えら

れるプロジェクトについて情報収集し、プロジェクトの範囲・内容、成果目標、推進体制、産

学官の連携状況、及び他のプロジェクトとの関連等について分析を行うものである。 

 その一環として、11 月初旬にフランス、ドイツで開催された自動車電子関連の国際会議を

調査するとともに、欧州における自動車電子化への取り組み状況について大学関係者、企業関

係者との情報交換を行なった。その結果、従来から注目してきたフレームワークプログラムな

ど EC レベルの研究開発支援策に加えて、ドイツでは国独自の研究開発支援策が強力に推進さ

れていることが判明してきた。 

 ここでは、ドイツの技術戦略と、その具体化の一つとしてとくに注目される自動車電子技術

イニシアティブ「イノベーションアライアンス E|ENOVA」について紹介する。 

 

2. ドイツのハイテク戦略 

 ドイツでは、2005 年の総選挙でキリスト教民主同盟、キリスト教社会同盟、ドイツ社会民

主党の大連立政権が発足、首相にキリスト教民主同盟党首のメルケル氏が就任した。メルケル

首相は、政界に身をおく前は科学者であったこともあり、科学技術分野におけるドイツの復権

を目指して研究の革新を図るための「ハイテク戦略」

を打ち出した。 

 「ハイテク戦略」では、"Igniting Ideas!"をスロ

ーガンに、17 の先端技術分野（表 1）を強化・発

展させ、世界一の技術的地位を目指すとしており、

2009 年までに総額 146 億ユーロを投資する計画

となっている。「ハイテク戦略」の中で、情報通信

技術は技術革新の第一の駆動力として重視されてい

るほか、自動車産業はドイツの職の 7 分の 1 が直接、

間接に係っているとして、機械・プラント産業、デ

ータ通信産業などとならぶ重点産業とされている。 

第第ⅢⅢ部部  ドドイイツツににおおけけるる自自動動車車電電子子化化へへのの取取組組みみ  

 

図表 1 ドイツ・ハイテク戦略 
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 さらに、2007 年 3 月には ICT 研究の戦略を定めた「IKT 2020（Information and 

Communication Technologies 2020：情報通信技術 2020）」が発表された。IKT 2020

の中で、情報通信技術は技術革新の第一の原動力であるとしているほか、ドイツの産業製品の

50%、輸出品の 80%が情報通信技術を採用しており、ドイツの強みである自動車、医療、物

流の分野における技術革新の 80%を情報通信技術が支えているとしている。 

 IKT 2020 は、情報通信技術におけるドイツの優位性をさ

らに強化、研究、生産、雇用の場としてのドイツの地位を確

固たるものにするとともに、中小企業における技術的ノウハ

ウの利用を改善することを目的としている。 

 自動車や産業機械、医薬、物流、エネルギなどの分野にお

ける技術革新は、①電子システム・組み込みシステム、②ソ

フトウェアシステム、知識情報処理、③通信技術、ネットワ

ーク、などの基盤技術の研究開発成果からもたらされるとし

て、「複合システムにおける IKT（組込システム）」、「新しい

ビジネスプロセスと生産手順」、「物とサービスのインターネ

ット」の戦略的研究開発を支援するとしている。そして、経

済性やセキュリティ・信頼性、ユーザフレンドリ、資源効率

などの品質目標が重視されている。 

 2007 年から 2011 年までの 5 年間で 18.6 億ユーロの支

援が予定されている。このほか、マックスプランク学術振興

協会、フラウンホーファ応用研究促進協会など 5 機関に、5 年間で 17.4 億ユーロが支出され、

これらを合計すると総額は約 36 億ユーロにのぼる（図表 4）。 

 
図表 4 情報通信技術に関する研究予算計画（単位：百万ユーロ） 

分野 担当省庁 2007 2008 2009 2010 2011 合計 

ネットワーク社会 

ナノエレクトロニクス 

ソフトウェアシステム 

マイクロシステム技術 

連邦教育研究省

（BMBF） 
287.0 292.0 293.0 299.3 308.3 1,479.6

マルチメディア 

インターネット 

ICT応用 

連邦経済技術省

（BMWi） 
60.8 71.2 87.0 87.5 73.0 379.5

5 研究機関への助成 
連邦教育研究省

（BMBF） 
（年額は不明） 1,740

合計 － － － － － 3,599.1

（出典）ドイツ連邦教育研究省「IKT 2020」 

 

図表 3 IKT 2020 
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 推進体制として、応用分野毎の「リードイノベーション」と産学連携によって技術目標を追

求するための「テクノロジアライアンス」があげられている。これらは総称して「イノベーシ

ョンアライアンス」と呼ばれる。 

 自動車分野については、今後 10 年以上に亘ってドイツ自動車産業の競争力を維持するため

には電子技術や電子システムの競争前領域における国家的イニシアティブによる自動車産業

の支援が必要であるとし、ドイツの主要自動車メーカ、サプライヤに対しリードイノベーショ

ンの一つ「自動車電子イニシアティブ」を形成して今日の研究課題に確実かつ継続的に取り組

むことを促している。 

 現在、自動車電子イニシアティブを含め、8 つのイノベーションアライアンスが結成され、

活動を開始している（図表 5）。 

 

図表 5 イノベーションアライアンス 

イノベーションアライアンス 
投資額（億ユーロ） 

公的機関 経済界 

自動車電子イニシアティブ（E|ENOVA）  1 5  

有機発光ダイオードイニシアティブ（OLED）  1 5  

太陽光発電（OPV）  0.6 3  

リチウムイオン電池（LIB2015）  0.6*1 3.6  

分子可視化  1.5 7.5  

ヨーロピアンイニシアティブ 100GET  0.3 2.25  

デジタルプロダクトメモリ（SemProM） 0.17 ? 

組込システムソフトウェア PF 2020（SPES） 0.7 ? 

*1: 他にドイツ研究協会とヘルムホルツ・ドイツ研究センターに 0.15 億ユーロ 

（出典）E|ENOVA ワークショップ資料より作成 

 
4. E|ENOVA 

 リードイノベーション「自動車電子イニシアティブ」が具現化したものがイノベーションア

ライアンス「E|ENOVA」であり、ドイツ主要自動車メーカと自動車関連企業が参加し、「路上

に革新を！」をスローガンに掲げて共同研究を行なう。 

 2006 年 6 月、連邦教育研究省において自動車電子技術の将来に関する議論が開始された。

2007 年 3 月、E|ENOVA の設立に関して Schavan 連邦教育研究相の同意が得られ、2007

年 10 月には E|ENOVA の第 1 回ステアリングコミッティが開催された。 

 

4.1 E|ENOVA の概要 

 2008 年 11 月 5 日にシュツットガルトで開催された E|ENOVA ワークショップにおける

プレゼンテーションから、ビジョンやゴールなど E|ENOVA の概要を以下にまとめる。 
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報告者：ITS センター 青木 啓二 鈴木 尋善、関 馨、蓮沼 茂 

 

 

 

 詳細については、日本の事務局を担当している ITS Japan で正式な報告会が設けられているの

で、ここでは ITS  Japan から入手した情報に加えて、JARI 出張者の感想を交えて概要を報告す

る。 

 

(1) 会議の概要 

 ・会期：2008 年 11 月 16 日（日）～20 日（木） 

 ・会場：ニューヨーク Jacob K. Javits Convention Center 

 ・会議テーマ： 

 “ITS Connections:Saving Time,Saving Lives” 

   「つながる ITS：より便利に、より安全に」 

 

(2) 会議結果概要 

・全体的に目標を 20％過達 

・会議登録者 ：8,500 人以上（過去最高） 

・セッション数 ：300 以上（過去最高規模） 

・スピーカー ：1,200 以上 

・総参加者 ：10,000 人以上 

・展示会場規模 ：350,000 平方フィート＝32,515 ㎡ 

                       （過去最大） 

 

(3) 今回の主な特徴 

 ① 毎年実施されている ITS America の年次総会との初の同時開催 

 ② 米国最大の協調システムプロジェクトである VII（Vehicle Infrastructure Integration）の

デモンストレーションの実施 

 ③ 会議登録者、セッション数、展示会場など過去最大 

 
(4) JARI 出張者の感想 

① 会議の全体的な印象について 

 全体的な印象としては、地球環境問題の進展を受け、安全対策としての ITS から環境対策として

の ITS に議論の重点が移ってきているように感じられた。具体的には、日本からは”世界一やさし

いクルマ社会”や”エネルギーITS”といった構想の紹介が行われたが、欧州からも”Green ITS”

の構想が示され、他の国からの報告でも、マルチモーダル支援のための情報提供の充実など、環境

第第ⅣⅣ部部  ニニュューーヨヨーーククワワーールルドドココンンググレレスス報報告告  

11..  概概況況報報告告  

図表 1-1 コングレス会場 

図表 1-2 展示会場風景
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対策としての ITS という内容が増えてきたように思われる。  

 また、昨年の北京大会での 2020 年ビジョンセッションに続き、今年は 2030 年ビジョンを話

し合うセッションが設けられるなど、長期の目標を共有しながら３極の連携を深めていこうという

取り組みが本格的になってきたように思われる。  

 

② セッションについて 

 会議、展示会場とも非常に広く、セッション数が 300 以上と多く、関連分野のセッションの時

間帯が重なっていることも多かったため聴講者が分散し、参加登録者が 8500 人以上と多かったに

もかかわらず部屋の収容能力（100 名程度）に対して２～３割しか聴講者が入っていないセッショ

ンがほとんであったように見受けられた。8 時半から始まる朝一番のエクゼクティブセッションで

は、1,000 人位入る会場に 50 名弱しか出席者がいない場合もあった。  

 

③ 展示について 

 展示は 3F の３ホール約 27000 平方ｍ（幕張メッセの主展示

場の約半分）を使って行われたが、会場が広すぎたのか、来場者

が少なかったのか、判断に迷うところであるが、どちらかという

と閑散とした印象が残った。展示で目に付くのは日本企業ばかり

で、残念ながらお膝もとの GM、フォードが展示せず、わずかに

クライスラーが小さなブースを構えるのみであった。 

 内容については、日系カーメーカーがそろってドライビングシ

ミュレータを使って協調型運転支援システムのデモを行っているのが目に付いた位で、注目すべき

技術の展示は少なく、唯一、人だかりが出来ていたのはトヨタの次世代モビリティのデモであった。 

 

④ デモについて 

 展示場近くの一般道と、ロングアイランドの高速を用いて VII のテストベッドが構成され、以下

のようなデモが行われた。 

・11th Avenue Theater： 

展示場前の 11th Ave を通行止めにして、乗用車による VII の路車間・車車間協調サービスのデ

モと DARPA アーバンチャレンジの出場車による自動運転のデモを実施 

・City StreetVII Demonstration： 

 展示場周囲のマンハッタン西地区 4.5mile の一般道テストベッドを用い、大型観光バスを使って

VII の路車間協調サービスのデモを実施 

・Freeway VII Demonstration： 

Long Island の往復 50mile の高速道路テストベッドを用い、大型観光バスを使って VII の路車

間協調サービスのデモを実施 

・SafeTrip-21： 

 同じく展示場周囲の一般道テストベッドを用い、乗り合いバスを使って、その乗客がもつノーマ

ティックデバイスに VII の路車間協調サービスを落とすデモを実施 

図表 1-3 トヨタ展示ブース 
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 注目された VII や DARPA アーバンチャレンジのデモンストレーションについては、路車協調あ

るいは車車協調システムのデモを行う場合に、同乗体験ではなく、車外から見ているだけの参加者

に疑似体験していただくことの難しさを実感したデモであり、我が国で来年 2 月に予定されている

安全運転支援システムの大規模実証実験における課題を感じたデモであった。 

 デモは、コンベンションセンターの前の大通り（11 番街通り）を通行止めにし、寸劇形式での

役者の掛け合いで内容説明を行いながら、路車協調あるいは車車協調の安全運転支援システムのデ

モを行うというものであったが、せっかく用意した大型スクリーンに映し出される映像に工夫がな

く、デモの内容を紹介する絵や警報の表示画面を紹介する程度

で、リアルタイム画像としては単に外から撮った動画映像を大

写ししているだけであったので、路車協調で本当に警報が鳴っ

ているのか、車車協調で自動ブレーキがきいているのかなどを

自分の目で確認するのは難しいデモであった。大型スクリーン

に映し出す画像を分割し、外から撮った実写映像に加えて、車

内カメラの映像をリアルタイムで流すなど、同乗している場合

と同じような体験ができないと不満を感じる。 

 

 

（順不同） 

発表者名 発表日／時間 セッション名・発表タイトル 

関   馨 

2008/11/18 
  15：30～ 
      17：00 

TS62  
A Study on Relay Function of InterVehicle Communication for Safe 
Drive Support 

鈴木 尋善 

2008/11/18 
  10：30～ 
      12：00 

TS35 ITS Architecture Technical Aspects 
Establishment of ITS Communication System Architecture 

蓮沼  茂 

2008/11/18 
  10：30～ 
      12：00 

TS036 Sutainable Transportation 
Promotion of “Energy ITS ” Concept 

      

経済産業省 

山内室長 

2008/11/20 
  08：30～ 
      10：00 

ES15  
Environmenta l and Climat e Challenges for ITS  

経済産業省 

縄田課長補佐 

2008/11/17 
  13：30～ 
      15：00 

SS03 
ICT for Cooperativ e, Energy-Eficient Trafic Management 

2008/11/18 
  13：30～ 
      15：00 

SS22 

Expanding the ITS World Through Internet Technology 

 

図表 1-4 デモ風景 

22..  JJAARRII 関関連連のの発発表表  
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3.1 ITS VISION 2030（ES17）                 「ITS ビジョン 2030」 
 
 Moderator： Hajime Amano，Chairman, International Committee, ITS Japan, Japan 
 Speaker： Scott Belcher, President and CEO, Intelligent Transportation Society of America, USA 
 Hermann Meyer, Chief Executive Officer, ERTICO ITS Europe, Europe 
 Makoto Maekawa, Chairman, ITS Vision 2030 Committee, ITS Japan, Japan 
 Kyung-Soo Chon, Professor, Department of Civil Engineering,  
 Seoul National University, Korea 
 
 冒頭、モデレータであるトヨタの天野肇室長（日：ITS Japan/トヨタ）から、今年の ITS 世界

会議の中で３局で 2030 年ビジョンを話し合うセッションを設けることが、昨年の北京 ITS 世界

会議で決められた経緯の紹介があった。 

 

(1) Scott Belcher（米：ITS アメリカ会長） 

 “Transportation charenge for 2030"というタイトルでのプレゼン。 

① まず、2030 年まで何もしなかったらどうなるか。 

 交通事故死者（米国とカナダで年間 4.4 万人）、走行量（年間５～6％増）の現状を踏まえて、今

後の高齢化の進展（2030 年には米国人の 1/４が 65 歳以上）や、物流の変化（JIT の進展）を鑑

みると、2030 年には交通事故死者の増大や、渋滞激化による温室効果ガスの増大などによる世界

規模の危機が訪れる。 

② では、何をすべきか。 

 費用対効果を検討し、最も費用対効果があるシナリオに対して投資をする人と、実行して対価を

得たい人を募ることが必要である。その点で、ITS 技術は効果評価を検討することが可能である。 

 また、今後の社会的変化（人の考え方の変化、技術の変化）に対応できる取り組みが重要であり、

Google のようなオープンなアーキテクチャのサービス創出や、ユーザーに対する価値の理解促進

（特に安全系システム）が重要と考える。 

 また、業界を超えた連携による技術開発を行い、気候変動に対してもっと ITS を活用（20％以

上の CO2 削減効果を期待）することや、安全に関しては、事故の要因の大半がドライバーにある

ことから ITS を活用した予防安全技術の開発により、死者ゼロの目標達成に向けた取り組みが重要

である。 

 そして、進展する気候変動に対するコストの理解促進を行うと共に、適切なモビリティが選択で

きるような情報提供を行うことによるマルチモーダルの促進も重要である。 

 
(2) Hermann Meyer（欧；ＥRTICO 会長、元 VW） 

 ”ERTICO の ITS ビジョン”というタイトルでのプレゼン。 

① まず、ERTICO の紹介を行った上で、ITS アクションプランが 2008 年 12 月に発行される予

定であることを紹介。次に、ERTICO の 2030 年ビジョンの紹介が行われた。 

== ビジョン == 

33..  EExxeeccuuttiivvee  SSeessssiioonn  
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・事故ゼロ、遅延ゼロのインテリジェントモビリティ 

・インテリジェントモビリティと FULLY INFORMED PEOPLE 

・サービスのシームレス性、プライバシーやセキュリティの確保、ビジョンの共有化 

② まとめとして、トラベラーのためのビジョンとして、「分かりやすく、廉価で、シームレスな接

続によるマルチモーダル」を軸としたビジョンを示した。 

③ 最後に 2030 年を想定しているかどうかは不明であったが、具体的なビジョンのイメージを示

したアニメのビデオを紹介した。ビデオの内容は以下の通り。 

・サラリーマンの出勤風景から始まり 

・朝自宅で出勤前に交通情報を確認した上で車を選択して出勤 

・経路上で交通事故が発生したことをテレマティクス情報で入手 

・交通事故現場では e-call の自動通報により負傷者がスムースに病院に搬送される 

・途中渋滞情報が入り、パークアンドバスライドが可能な駐車場を選び、バスに乗換え 

・バス停ではバスの運行情報が得られ、バス専用レーンで渋滞を尻目に会社に到着 

・会社で発注した品物は、EV によるクリーンな物流システムで配送される 

・荷物のステータス情報が常に顧客にわかるわかるようになっており、無事品物が到着 

④ QA セッションで、「遅延ゼロは現実的ではないし、もし遅延ゼロになれば皆クルマを使うこと

になってしまうので、100％の信頼性がある（所要時間）情報の方が重要ではないか？」という質

問があったが、「内部でも議論があったが、100％の信頼性がある所要時間情報を含めて、わかり

やすく遅延ゼロという言葉で代表させている。」という回答があった。 

 
(3) 前川誠氏（日本：ITS Japan/NEC） 

 ”ITS VISION 2030”というタイトルでのプレゼン。 

 NEC 前川氏が座長を勤める ITS Japan の研究会（長期ビジョン委員会）で検討した 2030 年

ビジョンが紹介された。 

① 世界が抱える３つの E（エネルギー、エコノミー、エコロジー）の課題に加えて、日本は 4 つ

目の E として高齢化（エルダリー）という課題を解決していかなくてはいけないことを示し、その

ためのアプローチとして、トップダウンとボトムアップの両面から検討を行ったことの紹介があっ

た。 

② 2030 年に向けた各課題の分析結果を紹介した上で、2030 年ビジョンとして以下の３つが示

された。 

 ・モビリティのサポート（運転支援、高齢者・障害者の移動支援等） 

 ・経済成長のためのモビリティ（物流支援、隊列走行、協調走行、自動駐車等） 

 ・交通事故と CO2 排出の半減 

 
(4) Kyung-Soo Chon 氏（韓国：ソウル国立大学） 

 ”路車協調による 2030 ユビキタス交通ビジョン”というタイトルでのプレゼン。 

① 過去の振り返りを行った上で将来を予測すると、今後はますます路車協調システム（CVHS：

Cooperative Vehicle and Highway System）が重要になってくると考えられ、インフラによる
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車両検知やドライバへの情報提供などが中心の従来型の CVHS ではなく、無線通信を活用した将

来型の CVHS の導入を進め、ユビキタス交通（U-Transportation）を実現していくべきである。

そのためには、技術の変化や社会環境の変化を踏まえユビキタス社会に対応したパラダイムシフト

を行うことが必要。 

② 次に、韓国が現在進めている下記の 3 つの研究開発プロジェクトについての紹介があった。 

 1) スマートハイウェイ 

 2) インテリジェント交通管理 

 3) インターモーダル情報提供 

 2)に関しては、詳細の説明はなかったが、、路車間通信

を用いることにより交差点での信号制御の高度化と安全

性向上を狙った”WISDOM”（Wireless Interface Signal 

contorol system for Dynamic and Optimal 

Management）というシステムは注目に値しそうであっ

た。 

 また、3) に関しては、ノーマディックデバイス（持ち運び機器）を用いて、いつでもどこでも

必要な情報が得られるマルチモードでの移動を支援する情報提供サービスが重要とし、その実現の

ためには、アクティブな地図のモデリング（移動手段に対応した地図情報の階層化？）の検討が必

要と言及した。また、必要な技術は、すでに他の国で開発したものがあれば積極的に利用していく

との考えを示した。 

 

3.2 ADDRESSING NON-TECHNICAL BARRIERS TO COOPERATIVE ITS: 
A LOOK AT THE ISSUES（ES07）    「協調型 ITS の非技術面での障壁について」 

 
 Moderator： John Peracchio, Managing Member, Peracchio & Company LLC, USA 
 Speaker： John Peracchio 

Mike McDonald：Professor, Civil Engineering and the Environment, Univ. of Southampton, UK 
 Frank Hagemeier：Market Manager Public, TNO, The Netherlands 

 Tadashi Okutani：Director, Road Bureau, Ministry of Land, Infrastracture, 
  Transport, and Tourizum, Japan 
 Justin Mirro：Managing Director, Moelis & Company, USA 
 

 各スピーカの発表後、経済危機の環境下で ITS をさらに進めていく方策についてのディスカッシ

ョンがなされた。ITS の B/C 算定の難しさや、事故時の責任、セキュリティやプライバシー等の問

題や普及に対するインセンティブの必要性や ITS の資金の調達法などが話題に上り、ITS アーキテ

クチャやアプリケーションの明確化等、ITS に関して更なる「明確化」が必要との議論があった。 

 

(1) John Peracchio 

 エネルギーと気候変動に対応するのに協調型 ITS が

必要であり、エネルギー保全のためには石油代替燃料

が、気候保全のためにはリニューアルできる代替燃料

が必要である。後者のためにいつでもどこでも充電で

きる安全な小型軽量な電気自動車が有効であり、電力

網と ITS とのシナジーが重要である。 図表 3-2 セッション風景 

図表3-1 韓国の研究開発プロジェクト
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4.1 ICT FOR COOPERATIVE、 ENERGY-EFICIENT TRAFIC MANAGEMENT（SS03） 

「エネルギー効率な協調型交通マネジメントにおける情報通信技術」 
 
 Organizer/Moderator: Juhani Jaaskelainen, European Commission, DG INFSO 
 Speaker： Susan Shaheen, University of California, Berkeley, USA 

Siebe Turksma, Peek Traffic, The Netherlands 
Alexander Frotscher, AustriaTech, Austria 
Toshiyuki Nawata, Ministry of Economy, Trade, and Industry, Japan 

 
(1) Susan A. Shaheen 

（米：UC バークレーTSRC(Transpotation Sustainability Research Center） 

① ドライバーへのリアルタイム交通情報の提供を軸に環境改善に資する ITS 施策 UTCS

（Urban/inter urban Transportation Control Systems）として、可変情報版、自動速度取締

りシステム、ランプメタリング、事故自動通報等についての紹介があった。 

② 次に、ITS によるエコドライブ支援に関する日本のカーメーカーの積極的な取り組みの例として、

トヨタや日産のテレマティクスサービスや日産の「エコペダル」の紹介が行われた。    

 

(2) 縄田課長補佐（日本：経済産業省） 

 “Energy-saving ITS in Japan”というタイトルでのエネルギーITS 構想紹介のプレゼン。 

① 日本における ITS の現状として、現在セカンドステージを迎えていることを紹介した上で、カ

ーナビ・VICS・ETC の普及状況、ITS 推進の指針 2004 等の紹介があり、ITS 推進に関する経済

産業省の考え方（技術開発や標準化を通じて産業振興に貢献）

の紹介があった。 

② 次に、現在進めている施策の紹介として、次世代燃料・イニ

シアチブの中で「エネルギーITS」構想が提案されたこと、それ

を受けて、2008 年度から 5 年計画で「自動運転・隊列走行の

研究開発」および「国際的に信頼される CO2 削減効果評価方

法の確立」という 2 つのプロジェクトを開始したことの紹介が

行われた。 

 
(3) Siebe Turksma 氏（オランダ：ピークトラフィック社） 

 EU で進めている路車協調プロジェクトの紹介の中で、環境に貢献するアプリケーションとして、

エコ・ドライブサポートやエコ・交通管理など 7 つの分野（”Green ITS”の 7 分野）を検討して

いることの紹介があり、今後、研究開発を進めるとともに、大規模実証実験や効果評価を行うこと

が課題であると紹介した。 

== 環境・エネルギー == 

44..  SSppeecciiaall  SSeessssiioonn  

図表 4-1 講演中の縄田課長補佐 
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5.1 ITS ARCHITECTURE - TECHNICAL ASPECTS（TS35）  

「ITS アーキテクチャ－技術的視点」 
 
(1) Establishment of ITS Communication System Architecture  鈴木 尋善（日本：JARI） 

 JARI 鈴木より、路車や車車間の通信システムを統合し、ITS の安全，快適，利便などの様々なア

プリケーションをメディアフリーに利用できる環境を実現する次世代の ITS 通信システムのアーキ

テクチャに関する検討と策定結果の紹介を行った。 

 日米欧で考えられている、様々な路車間通信や車車間通信の利用アプリケーションを整理、類型

化し、この結果をもとに作成した様々なユースケースを分析して ITS 通信システムアーキテクチャ

を策定した経緯を説明、ITS 通信システムが優先度管理と情報蓄積・有効性の管理、セキュリティ

管理など７つの管理機能要素からなるアーキテクチャとして表現できることを示した。 

 

 
 
5.2 SUTAINABLE TRANSPORTATION（TS36） 「持続可能な交通」 
 

(1) Promoting the Energy-saving ITS Initiative 蓮沼 茂（日本：JARI） 

 JARI 蓮沼から、昨年度 JARI を事務局として行った「エネルギーITS 研究会」における検討内容

および今年度開始したエネルギーITS 推進プロジェクトの紹介を行った。 

① 最初に、エネルギーITS 構想が出てきた背景ということで、日本においては CO2 排出量の約

20％が運輸部門から排出されていること、2050 年までに CO2 を半減させていこうという挑戦的

な目標が出てきていることなどから、車の走らせ方や渋滞によっ

て生じている「無駄な燃料消費を ITS で軽減する」というエネル

ギーITS 構想が出てきたことの紹介を行った。 

② 次に、昨年度 JARI を事務局として実施したエネルギーITS 研

究会における検討結果の紹介ということで、研究会で検討した 10

の施策の詳細内容およびそれらが実現した時の CO2 削減効果の

可能性試算の結果紹介を行った。 

③ 最後に、今年度 NEDO のプロジェクトとして始まった２つのプロジェクト（自動運転・隊列走

行技術の開発、国際的に信頼される CO2 削減効果評価方法の確立）で計画されている開発項目の

概要紹介を行った。 

== 環境・エネルギー == 

55..  TTeecchhnniiccaall  SSeessssiioonn  

図表 5-1 講演中の蓮沼 

== アーキテクチャ == 
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(3) Utilization of ITS information to increase fuel Economy through the engine control 
    (Nicolas Kohut UC Berkeley) 

 ナビゲーションとエンジン制御を総合的に組み合わせた省エネ制御法の開発を行った。 

 まず与えられた走行ルートおよび交通情報よりこれからの車両の走行速度パターンを生成する。 

この時、過去の速度より先の速度を予測してパターンを生成する。次にこの速度を実現する方法と

して、エンジンモデルと車両運動モデルを用いて燃費最適となるエンジントルク制御を行う。 

 制御ではエンジンモデルは線形なモデルに近似してモデル化を行った。又エンジン燃費モデルも

同様に線形なモデルとして近似した。この制御モデルで EPA 高速道路サイクルモードでの制御を

行った結果、先の速度が予測されているため、速度変動が抑えられ、制御速度が非常にスムーズに

制御された。  

 

 

 

 

 

 
 
6.1 VEHICLE-TO-VEHICLE COMMUNICATIONS（SC25）     「車車間通信」 

 
(1) Routing Protocol Design for High-Mobility Ad-Hoc Wireless Network 

（Kim Sang-heon,ISC Korea） 

 アドホックネットワークにおける高速ルーティングプロトコルに関する研究発表。位置情報を用

いたルーティング無線 LAN の下位プロトコルの一部で（ACK により）位置情報を更新する。動作

を通信ネットワークシミュレータ（Qualnet)で評価している。  

 韓国は以前から無線 LAN を利用した車車間通信を指向。いわゆるアドホックネットワーク形成

しマルチホップにより情報を伝達する方式を検討している。こうした通信方式の具体的なアプリケ

ーションが何かはよく見えない。今回の発表でも日欧米ようなアプリケーションは明示されておら

ず、単にマルチホップのルーティング動作をシミュレータで確認するというレベルの発表であった。  

図表 5-8 ISA の実験結果 

66..  SScciieennttiiffiicc  SSeessssiioonn  

== 車車間通信関連 == 



－48－ 

 DSRC の展開が遅れるなかで、セルラ（携帯）で ITS アプリのどこまでカバー可能かといった議

論が始まると見られる。実態は上記のようにバラツキが大きく、時間帯でも性能が変わる。  

 

 

 

 

(1) VSC-A（Vehicle Safety communications Applications）に関する情報 

① 概要  

 参加組織：ダイムラー、GM、トヨタ、ホンダ、Ford  

 活動期間：2006.12－2009.12 

 狙い  ： 5.9GHzDSRC と GPS が安全性増大に有効であることを確認  

 位置づけ：CAMP/DOT の VSC プロジェクト（2002-2004）と CAMP の内の EEBL プロジ

ェクトの後継  

連携  ：NHTSA や VOLPE と共同して普及率と効果などを調査  

② アプリケーション  

 5.9GHz通信プロトコルや安全運転支援に適した精度の位置測定技術の開発を目指してアプリケ

ーションの開発を行う。  

 初期段階における安全アプリ候補として 以下のものが挙げられている。 

  -Emergency Electronic Brake Light(EEBL) 

  -Forward Collision Warning(FCW) 

  -Intersection Movement Assist（IMA) 

  -Blind Spot Warning+Lane Change  

Warning（BSW+LCW)   

  -Do Not Pass Warning(DNPW) 

  -Conrol Loss Warning(CLW) 

 コングレスへの登録受付の横に大型のディスプ

レイが据え付けられており、そこで VSC-A の宣

伝ビデオが繰り返し放映されていた。男性のレポ

ータが各種のアプリケーションを体験したあと、

｢これはまだ研究中｣、｢自動車メーカが協力｣であ

ることを最後にコメントしていた。 

                          

 

 
(2) VII 関連デモの参加報告 

 ITS_WC においては米国の路車・車車協調システムの開発とその配備を目指す VII（Vehicle 

Infrastructure Integration）に関する、ITS_WC 会場の周囲 4.5mile と Long Island Expressway

の 25mile に 45 基の路側機を設置したテストベッドがつくられ、このテストベッドを用いて 3 つ

のデモが行われた。以下、各デモへ参加し調査したデモの概要を紹介する。 

77..  そそのの他他のの関関連連情情報報  

図 7-1 

 VSC-A の説明パネル 

（ITS-A の展示ブース）
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8.1 日本メーカーの展示 
 
 

 展示は 3F の A，B，Ｄの 3 ホール約 27000 平方ｍ（幕張メッセの主展示場の約半分）を

使って行われた。ホールＤの入り口で 17 日にテープカットが行われた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(1) アイシングループ 

 ブレーキと連動したナビマチック

やドライバの顔認識、特に瞼の認識技

術などを展示していた。また、エネル

ギー関連ではハイブリッド車のバッ

テリーモニタ（写真）が展示されてい

た。 

 

 

 

 

(2) デンソー 

視線をとらえるシステムのデモを行っていた。

自分の視線の位置が青い目でディスプレイに

表示される 

 

 

 

 

88..  展展示示会会  
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(3) OKI 

 5.8GHz の車車間通信装置と小型アンテナ（図）

と携帯電話に組み込まれた（着脱式）DSRC 通信

モジュールを展示。 

 

 

 

 

 

 

(4) パナソニック 

 自動車搭載用の複眼カメラ、小型カメラ、魚眼カメラなどカ

メラ類の展示が目立っていた。環境関連では廃棄処理の容易な

バッテリーが展示されていた。 

 

 

 

 

 

(5) 東芝 

 ステレオ画像による歩行者検知システム、車両番号認

識装置（写真）などを展示していた。分子力学における

ポテンシャル理論を応用したミクロの交通シミュレータ

が紹介されていた。 

 

 

 

 

 

(6) 三菱電機 

 一般道、高速道における情報提供システムや、

関連してナビゲーションと連動した DSRC 車

載器の紹介。 
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(7) 富士通グループ 

 展示ブースの前面に車の模擬運転席を設

け、車内 LAN 関連の製品を、ボードを露出

させた状態で展示していた。運転席の表示パ

ネルが人気があるとのこと。 

 

 

 

 

(8) 日立 

 多元道路交通情報システムやアラウンドビュ

ーモニタなどのシステムからミリ波レーダなど

のセンサまで幅広い技術を展示。 

 ナビゲーション地図の更新を、変更部分周辺の

道路接続を選択して効率的にダウンロードする

技術などの説明があった。 

 

 

 

(9) NEC 

 システムから暗視カメラなどの要素技術

まで幅広く展示していた。通信に関しては欧

州の“Car-to-X”通信のプラットフォーム

と な る ワ イ ア レ ス LAN ベ ー ス の 車 載 器

（Link-Bird）を展示していた。環境関連で

は薄型のリチウムイオン電池を展示してい

た。 

 

(10) 住友電工 

 主として交通管理のためのセンサーやカメラ類と管理セン

ターなど公共的な設備をパネルで展示していた。  
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(11) 三菱重工 

 ナンバープレート読み取り装置や日本では標

準のアクティブ DSRC の説明、さらにシンガポー

ルでの ETC の実績や CN/GNSS（セルラーと

GPS による料金収受システム）の紹介がおこなわ

れていた。明らかに日本以外の地域へのアピール

と思われる。  

 

(12) トヨタ自動車  

 i-Real をおいてデモをしていたため、デモ時に

は人だかりができていた。会場のオープン前に入ったがコンパニオンの女性がうれしそうに操

縦していたのが印象的だった。 

  ブースは i-Real のデモスペースを半円で囲むように安全、快適、環境の展示がブロック分

けされており見やすかった。安全では、実用化が進む自立システムと、実験が進む車車間・路

車間協調システム、米国でのプロジェクトとトヨタの参画

の範囲のパネルが展示されていた。

また、環境ではエコドライブや交通

流、物流への取り組 

み、快適では G-Book mX やパー

キングアシスト等の 

運転支援の展示がされていた。  
 

(13) 日産自動車  

 安全と環境改善のために交通流、ドライバ、

車の 3 階層でのアプローチを提案。昨年度提案

された安全シールドは安全―車のアプローチ

に入る。 

 全方位の安全対策（右図）は自立系のセンシ

ングによる周囲監視が主であり通信を用いた

対策は説明されていなかった。 
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(14) ホンダ  

 電動スクータやインターナビの紹

介があったが、通信を用いた交差点で

の安全運転支援システムの紹介が大

き な 比 重 を 占 め て い る 。 前 月 の

C2CCC のデモで見せたオートバイ

の衝突防止システムが展示（図）され

ており、ユニークなヒューマンインタ

ーフェース部分が目を引いていた。 

 

(15) ゼンリン 

 GCM（Guidable City Model）をキャッ

チフレーズにした 2D-3D マップの紹介をし

ていた。 

 ３D マップは忠実に景観を再現したもの

で通りの名前やビルの名前、住所など POI

検索のための情報を提供する。マップは北米

や欧州の主要都市をカバーしている。  

 

 

 
8.2 海外メーカーの展示 
 
 

(1) MERCEDES-BENZ 

 エンジン ON 時の常時インターネット接続を行うテレマティクスシステム myCOMAND を

パネルと実車にて展示していた。サーバ側の最新地図を用いた「オ

フボードナビ」や、世界中の放送が聞ける「ワールドラジオ」、目

的地の無料駐車場案内や、ホテル、レストラン等の予約など旅行

のための「トリップアシスタント」などの機能を持っている。も

ちろん通常の Web 閲覧も可能である。 
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(2) VW 

 水素燃料電池車と、Audi がカリフォルニア大やスタンフォード大などと協同で進めている

“Clean Air, a Viable Planet”プロジェクトの車両を実車展示していた。“Clean Air, a 

Viable Planet”は車載のセンサや車車間や路車間通信を活用して安全でかつエネルギー消費

の少ない運転行動を行う車両を目指している。また、11thAve でデモを行っていた、車車・

路車協調による VII のシステムやスタンフォード大の自動走行車（VW Touareg）もパネル

にて説明していた。 
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